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女
子
う
〓
芯
ス
ス
戻
ブ

´

■
■
／
■
全
格
で
優
勝
を

フ
テ
ン
は

一藤
崎
戦
で
は
相
手

投
手
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
５

年
生
た
ち
が
打
っ
て
、
つ
な
い

で
勝
て
ま
し
た
　
そ
の
流
れ
で

勇
２
試
合
、
最
終
戦
も
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
６
年
生
最

後
の
市
内
大
会
で
優
勝
で
き
、

市
内
大
会
完
全
制
覇
と
い
う
結

果
を
残
せ
、
い
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。^
こ
れ
か
ら
の
大
会
す小学女子の部優勝の大久保ブルースカイ

べ
て
に
優
勝
し
ま
す
」
と
語
っ

た
．し大

会
結
果
は
次
の
通
り
。

〓
般
男
子
の
部
】

こ
イ
ン
デ
ン
ベ
ン
デ
ン
ス

（勝

負
点
４

ｏ
矢
点
０

，
得
点
２２
）

②
秋
津
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

（勝
負

点
４

・
矢
点
９

・
得
点
２‐
）
０

秋
津
マ
リ
ー
ン
ズ

（
勝
負
点

２

・
失
点
１３
・
得
点
９
）

【小
学
女
子
の
部
】

▽
リ
ー
グ
戦
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クレット

一般女子の部のきらっと習志野と習志野フレンズ

低学年団体戦優勝のオー ン́戸 i■
=

高学年団体戦優勝の鷺沼剣友会

閂場が撥尊
中学野球 1年生

第
”
回
千
葉
県
中
学
１
年
生

野
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
会

。

習
志
野
支
部
予
選
大
会
が
令
和

元
年
Ｈ
月
４
日
、
第
七
中
学
校

ほ
か
で
開
か
れ
た
。

６
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
行
わ
れ
、
四
中
が
優

勝
を
飾

っ
た
。

決
勝
戦
は

一
中
と
七
中
と
の

合
同
チ
ー
ム
と
四
中
と
の
対
戦

と
な
っ
た

）́
先
攻
の
四
中
は
２

回
に
５
番
高
橋
が
中
前
安
打
、

４
回
に
は
先
一頭
の
２
番
高
野
が

内
野
安
打
で
出
塁
す
る
が
、

一
・
七
中
の
投
手

・
山
西
は
５

回
ま
で
５
三
振
の
好
投
で
三
塁

を
踏
ま
せ
な
い
（．
四
中
投
手

・

黒
田
も
４
口
に

一
中
３
番
の
出

宮
か
ら
左
越
二
塁
打
を
浴
び
る

が
後
続
を
抑
え
、
５
三
振
、
外

内
飛
９
と
得
点
を
許
さ
な
い
ｃ

と
も
に
無
得
点
の
ま
ま
６
日
か

ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
入
る
　
四

中
は
１
番
寺
嶋
の
二
塁
打
、
高
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谷津サずナミ贖麟飾鶴
習八少年野球大会

優勝の谷津サザナミ
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大
会
一営
一不
は
次
の
通
「
一

一
１
回
戦

〓
七
中
　
１
１
０

四
　
中
　
一
―

‐６

７
２
回
戦

Ｔ
七
由
　
５
１
０

四
　
中
　
■
・１
０

▼
決
勝
戦

四
　
中
　
３
１
０

Ｔ
四
中
２

一
・
七
由
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Ｔ
七
中

令
和
元
年
度
習
志
野
市
中
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ー
年
生
大
会

が
令
和
元
年
１１
月
２
日
、
実
籾

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
か
れ
た

．^

で
開
か
れ
た
。

大
会
に
は
両
市
ベ
ス
ト
８
の

計
１６
チ
‐
ム
が
参
加

）ヽ
谷
津
サ

ザ
ナ
ミ
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
を

飾

っ
た
．

準
決
勝
戦
の
第
１
試
合
は
八

千
代
勢
同
士
が
戦
い
。
第
２
試

合
は
谷
津
サ
ザ
ナ
ミ
と
な
ら
し

の
フ
レ
ン
ズ
が
対
戦
し
た
‥
サ

ザ
ナ
ミ
は
初
国
に
先
頭
の
赤
坂

慶
の
内
野
安
打
か
ら
中
村
啓
の

適
時
打
な
ど
で
２
点
を
先
取
す

る
（．
フ
レ
ン
ズ
は
２
回
に
連
続

四
死
球
と
相
手
の
矢
策
絡
み
で

一
挙
５
点
を
取
り
逆
転
．
４
回

に
は
橋
本
の
三
塁
打
な
ど
で
２

点
を
追
加
す
る
。
サ
ザ
ナ
ミ
は

５
回
に
四
球
押
出
し
と
甲
津
の

安
打
で
１
点
差
と
し
、
吉
原
の

一　
）
一つ
一二
　一一一　一一ス
一へ　・　メ一不』一（一」」
一・／ヽ、

（
三
〓
）
〓
）扇
一晃
太
。
織
百
孝

末
正

（
一
中
）
３
伊
藤
子
竜

。

西
晃
希

（
一
中
）
０
山
田
璃

夢

。
渡
辺
快

（
一
中
）
●
藤
間

琉
之
介

・
岸
直̈
翔

（
一
中
一

，

有
田
真
慶

，
谷
口
稲
更

（
一

中
）
ｊ
小
幡

一
誠

・
坂
田
扇
音

、́四
中
し

【女
子
一

０
牛
島
陽
菜

・
三
代
川
相
紗

（七
中
一
２
西
平
安
紗
実

・
徳

留
千
尋

（
四
中
）
３
松
不
栞

奈

。
ｉｌｌ
根
優
希
菜

（
三
中
０
こ

山
浦
菜
々
美

・
桂
莉
菜

（
四

中
）
⑤
高
川
奈
々
美

・
鈴
木
愛

唯

（四
中
）
０
落
合
美
優
菜

・

杉
山
愛
里
咲

（五
中
）
●
鶴
崎

秒
音

。
中
覇
心
実

（五
中
）
●
一

西
田
遥

。
倉
田
萌
永

（
五
中
）

３
点
三
塁
打
で
再
逆
転
に
成
功

し
、
ｍ
１
８
で
接
戦
を
制
し

一
に^
．決

勝
戦
は
谷
津
サ
ザ
ナ
ミ
と

八
千
代
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
と
の
顔
合

わ
せ
と
な

っ
た
．．
サ
ザ
ナ
ミ
は

相
手
投
手
の
乱
れ
か
ら
宇
＝
に

繹
点
を
重
一ね
、
Ｔ
一―
ス
赤
坂
遼

の
安
定
し
た
投
球
で
八
千
代
に

碍
点
を
与
え
ず
．
終
盤
６
回
に

は
町
山
、
根
来
、
寺
田
の
長
短

打
な
ど
で
Ｈ
点
を
挙
げ
て
、

１６

１
２
と
大
勝
し
た
ｃ

谷
津
サ
ザ
ナ
ミ
の
町
山
大
輝

キ
ャ
プ
テ
ン
は

「習
八
大
会
を

優
勝
で
き
て
と
で
も
う
ね
し

い
。
こ
の
先
の
大
会
も
優
勝
を

目
指
し
て
が
ん
は
り
ま
す
」
と

二
」
‐ヽ′）一に
，

ならしの朝日
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